
前

会

報

で

も

お

伝

え

し

た

よ

う

に

山

名

蔵

は

平

成

３

年

に

開

館

し

た

山

名

氏

専

門

の

歴

史

史

料

館

で

す

。

館

内

に

は

法

雲

寺

に

伝

わ

る

山

名

関

係

の

文

物

を

は

じ

め

、

山

名

関

係

の

皆

さ

ん

か

ら

ご

寄

進

い

た

だ

い

た

各

家

伝

来

の

史

料

な

ど

約

１

５

０

点

程

を

保

管

展

示

し

て

居

り

ま

す

。

ま

た

、

最

近

で

は

明

治

維

新

の

村

岡

藩

財

政

整

理

の

際

に

売

り

に

出

さ

れ

た

掛

軸

や

刀

剣

等

が

現

在

の

所

有

者

か

ら

山

名

蔵

に

持

ち

込

ま

れ

る

事

も

あ

り

、

山

名

関

係

の

史

料

保

管

場

所

と

し

て

あ

る

程

度

は

認

知

さ

れ

る

よ

う

に

な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ

の

山

名

蔵

も

間

も

な

く

開

館

か

ら

３

０

年

を

迎

え

外

装

の

塗

装

も

大

分

色

褪

せ

、

漆

喰

の

壁

に

は

ひ

び

割

れ

や

剥

離

が

目

立

っ

て

き

ま

し

た

。

今

後

も

大

切

な

史

料

を

保

管

し

て

い

く

為

に

も

、

こ

こ

で

一

度

外

装

の

修

繕

事

業

を

済

ま

せ

て

お

き

た

い

と

願

い

、

山

名

会

の

皆

様

に

は

４

月

に

協

力

お

願

い

の

趣

意

書

を

お

送

り

し

た

次

第

で
す
。

協
力
金
の
状
況

最

近

は

こ

の

よ

う

な

事

業

に

御

理

解

い

た

だ

く

の

は

難

し

い

世

の

中

な

の

で

す

が

、

山

名

会

の

皆

様

か

ら

は

早

速

に

御

協

賛

の

御

寄

付

を

い

た

だ

き

ま

し

て

、

６

月

末

現

在

で

、

当

初

の

目

標

を

上

回

る

７

５

万

円

も

の

御

協

力

を

頂

い

て

お

り
ま
す
。

会

員

の

皆

さ

ま

方

の

山

名

会

や

山

名

蔵

に

寄

せ

て

い

た

だ

く

厚

い

お

気

持

ち

に

深

く

深

く

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

お

陰

様

で

、

安

心

し

て

山

名

蔵

の

外

装

工

事

を

押

し

進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尚

、

山

名

蔵

の

修

繕

工

事

着

手

に

つ

き

ま

し

て

は

、

７

月

下

旬

よ

り

山

名

蔵

の

周

囲

に

足

場

を

組

ん

で
作
業
に
入
る
予
定
で
居
り
ま
す
。

工

事

の

進

捗

状

況

に

つ

き

ま

し

て

は

、

ま

た

改

め

て

ご

報

告

致

し

ま

す
。建

物

に

関

わ

ら

ず

で

す

が

、

作

ら

れ

て

か

ら

３

０

年

ぐ

ら

い

た

つ

と

、

少

し

ず

つ

不

具

合

が

で

て

く

る
よ
う
で
・
・
・

山

名

蔵

開

館

に

先

立

つ

平

成

２

年

に

建

立

さ

れ

た

竹

田

城

山

腹

に

あ

る

山

名

赤

松

供

養

塔

な

の

で

す

が

、

供

養

塔

脇

に

あ

る

塔

の

由

緒

を

刻

ん

だ

石

碑

が

傾

い

て

い

る

と

の

連

絡

が

、

竹

田

城

が

あ

る

朝

来

市

か

ら

あ

り

、

状

況

を

確

認

に

赴

く

と

、

今

す

ぐ

石

碑

が

倒

れ

る

よ

う

な

状

況

で

は

無

い

の

で

す

が

、

確

か

に

前

の

め

り

に

傾

い

て

い

る

よ

う

で

、

こ

ち

ら

の

修

理

に

対

し

て
も
考
慮
が
必
要
の
よ
う
で
す
。

石
材
店
に
見
て
も
ら
い
ま
す
と
、

頑

丈

な

石

垣

で

囲

っ

て

い

る

供

養

塔

の

敷

地

で

は

あ

り

ま

す

が

、

大

雨

な

ど

で

敷

地

内

の

土

が

少

し

ず

つ

抜

け

出

て

、

地

面

が

少

し

傾

い

て

し

ま

い

、

そ

の

影

響

で

、

上

に

立

つ

由

緒

石

碑

も

傾

い

て

し

ま

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

幸

い

供

養

塔
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山
名
蔵
修
繕
事
業
の
経
過
ご
報
告

全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
667ｰ
1311
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町

村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

一
階
展
示
室
（
下
）
と
二
階
展
示
室
の
様
子

今回
傾いた由緒碑

由緒碑の傾き、横から見る
と傾きがよく分かる。

山名赤松供養塔の敷地内の土が少しずつ
目減りして、由緒碑が傾いてしまう。

竹
田
城
供
養
塔

由
緒
碑
の
傾
き
に
つ
い
て



令和元年山名会総会 予定表（案）

実 施 日 ： 令和元年１１月１７日（日）・１８日（月） 

日程 概 略 ： 令和元年１１月１７日（日） 

 １２：１５ ＪＲ江原駅西口に集合、バス乗車 

 １２：４０ 出石そば「宿坊」にて昼食 

 １３：３０ 出石城下散策・家老屋敷、出石史料館等見学 

 １５：００ 総持寺、山名氏歴代の祈願寺 

 １６：１５ 円通寺・山名時義・時熈父子開山の寺 

 １７：２０ 城崎温泉「つたや晴嵐亭」着、入浴 

 １８：００ 懇親会、城崎温泉散策 

  令和元年１１月１８日（月） 

 ８：１５ 城崎温泉出発 

 ９：００ 隆国寺、垣屋氏の菩提寺 

 １０：３０ 法雲寺・山名史料館、総会 

 １１：００ 歴史講演「小代一揆について」 

 １２：００ 昼食 

 １２：５０ 一二峠御廟参拝 

 １４：５５ ＪＲ江原駅にて解散 

こうのとり２０号発車：大阪・京都方面 

 

部

分

に

ま

で

は

、

ま

だ

影

響

が

及

ん
で
居
な
い
よ
う
で
す
。

根

本

的

な

修

理

と

な

る

と

敷

地

内

の

石

碑

を

全

部

撤

去

し

て

の

大

工

事

に

な

る

よ

う

で

す

が

、

今

回

に

つ

き

ま

し

て

は

、

土

の

補

充

と

弱

く

な

っ

て

傾

い

て

い

る

地

盤

部

分
の
填
圧
、
由
緒
碑
の
傾
き
修
正
、

そ

れ

に

敷

地

内

の

水

捌

け

改

善

な

ど

の

対

処

的

な

小

工

事

を

行

っ

て

も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

見

積

も

り

金

額

は

１

２

万

円

と

い
う
こ
と
で
す
。

山

名

と

赤

松

合

同

の

供

養

塔

な

の

で

、

山

名

会

の

方

で

は

半

額

の

６

万

円

程

度

の

支

出

を

考

え

て

い

ま
す
。

こ

ち

ら

の

供

養

塔

も

山

名

会

ゆ

か

り

の

施

設

の

一

つ

と

し

て

維

持

管

理

の

必

要

性

、

ど

う

か

御

理

解

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋

11
月

17
〜

18
日
に

行

い
ま

す

山

名

会

総

会

の

準

備

を

進

め

て

い

ま
す
。

予

定

と

し

ま

し

て

は

、

第

１

日

目

・

17
日

は
、

JR
山
陰

線

江
原

駅

に

集

合

し

、

バ

ス

乗

車

で

出

石

へ

と

向

か

い

出

石

そ

ば

の

昼

食

、

そ

の
後
出
石
城
下
を
散
策
、
史
料
館
・

山

名

氏

祈

願

寺

等

を

見

学

、

そ

の

後

、

出

石

よ

り

城

崎

温

泉

方

面

に

向

か

い

、

そ

の

道

中

で

、

山

名

氏

が

『

六

分

一

殿

』

と

言

わ

れ

た

頃

の

当

主

で

あ

る

時

義

・

時

熈

父

子

が
開
基
し
た
円
通
寺
を
参
拝
。

お
宿
は
、
城
崎
温
泉
「
つ
た
や
」

（
会

員
鳥
谷

氏
経

営
）

に
お
世

話
に

な
り

、
鳥
谷

様
の

ご
配

慮
で
、

別
館

の
「

晴
嵐
亭

」
を

貸
し

切
り
で

使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

懇
親
会
終
了
後
は
、

ゆ
っ

く
り
と

城
崎

温
泉

の
情
緒

を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

第
２
日
目
・

18

日
は

最
初
に

山
名

四
天

王
垣
屋

氏
の

菩
提

寺
で
あ

る
隆

国
寺
に
立
ち
寄
り
、

そ
の

後
、
事

務
局

が

あ

り

ま

す

法

雲

寺

に

向

か

い

山

名

蔵

修

繕

の

検

分

を

兼

ね

て

、

総

会

及

び

歴

史

講

演

会

を

考

え

て

い

ま
す
。

歴

史

講

演

は

、

土

地

の

伝

承

で

は

、

秀

吉

の

但

馬

侵

攻

の

時

に

最

後

ま

で

抵

抗

を

重

ね

藤

堂

高

虎

を

苦

し

め

た

と

い

う

『

小

代

一

揆

』

に

つ

い

て

郷

土

史

家

の

方

に

お

話

願
う
つ
も
り
で
居
り
ま
す
。

ま

た

時

間

に

余

裕

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

村

岡

山

名

初

代

（

因

幡

山

名

末

代

）

の

山

名

豊

国

公

の

墓

所

や

歴

代

村

岡

山

名

の

廟

所

等

も

ご

案
内
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
盆
明
け
に
は
、
訪
問
先
の
説
明

も

記
し

た
ご
案

内
を

お

送
り

で
き

る
と
思
い
ま
す
。
多
く
に
皆
様
の
ご

参
加
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成24年の山名会再
興から２期４年間、山
名会の理事長を勤めて
いただきました赤穂市
の山名義範様が去る、
５月６日に行年82才で
御他界なされ、住職を
勤めて居られた赤穂市
の専念寺（浄土真宗）
で５月９～10日に行わ
れました通夜・葬儀には事務局
と赤穂市の山名嗣宣常任理事が
参列致しました。
義範前理事長には、再活動

間もない山名会の理事会や総会
の議事運営を独特のユーモアを
交えた進行で良くまとめていた

だきました。
また、赤穂市で役員会を開

いた折りには、会場やお昼の手
配に美味しいお酒の準備まで整

えて歓待していただき、
御馳走に預かった事を思
い出します。
お浄土に旅立たれた今

ごろは、多分彼の地でお
香の煙ではなく紫煙を燻
らせながら、お酒を楽し
まれている事かと思いま
す。
心よりご冥福をお祈り致

します。

葬儀の際に山名嗣宣常任理
事には、弔辞を読み上げていた
だきました。突然の無理をお願
いして申し訳ありませんでした。

山名義範前理事長御他界

山名義範氏

（H25撮影）

会場となった専念寺（赤穂市） 生花を一基お供えしました。

令
和
元
年

山
名
会
総
会
に
つ
い
て

現時点での案、訪問先・時間等が変更になる場合も有ります。


